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ま え が き 

 

日本は、1991 年バブル経済崩壊以降、低い経済成長、少子高齢化、財政赤字の膨張、社会

保障システムの危機、政治リーダーシップの欠如、若者のビジョンの無さ等、深刻な問題を

抱えている。誰がこの国・社会を救い、再生させることができるか。 

本研究（「従業員代表制実態調査研究プロジェクト」）では、その主体を労使に求めている。

日本の産業社会の主軸をなすのは、いうまでもなく企業である。企業が生産要素価格以上の

付加価値を生み出して維持・発展を図るが、その際、労働者を雇い、管理の下、付加価値の

創出に従事させる。労働者の働く意欲を高めていくことは、より多くの付加価値を生み出す

のに必要であり、それに資する労使コミュニケーションは極めて重要である。 

日本企業の約 9 割は、労使コミュニケーションが企業経営に重要と考えている。実際、労

使コミュニケーションを重視する企業ほど、業績悪化に伴う経営危機を経験する割合が少な

く、また、従業員の働く意欲、技能、能率、チームワークといった従業員管理上の問題も相

対的に少ない上、全体的に従業員の協力を多く得ている。そういう意味で、労使コミュニケー

ションは経営資源であるといっても過言ではない。しかし、賃金引上げをめぐり、一般労働

者の意見を聞く企業は約 4 割に留まっている。労使コミュニケーションの重要性認識度と実

態には大きなギャップがある。 

本報告書では、労使コミュニケーションの担い手である労働組合が組織されていない中小

企業に焦点を当て、労使コミュニケーションの経営資源性と課題を探ることにした。調査対

象者は、主に社長と従業員代表である。労使がコミュニケーションをどのように図っている

のか、また、それが企業経営や従業員の働く意欲にどのような意味を持っているのかを探っ

た。企業の多くは、労使コミュニケーションを積極的にすすめている中小企業家同友会から

ご紹介頂いた企業である。同企業には 2～3 回訪問しヒアリング調査を行った。ある企業には、

1 回の調査で 12 時間も対応して頂いた。 

グローバル化がますます深まる現在、特定の国や企業等の状況変化から多くの企業が影響

を受けている。そのため、今後の企業経営の不透明性が高まっている。このような時代、社

長だけではその対応が難しく、全労働者の協力やモチベーションが極めて重要である。それ

に資する労使コミュニケーションの重要性をいくら強調してし過ぎることはない。 

本報告書が、労使コミュニケーションの円滑化に資し、多くの企業の発展と労働者の働き

甲斐を高めて、少しでも上記したわが国の深刻な問題の解決に貢献できれば望外の喜びであ

る。 
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